
電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係 

      平成２７年３月４日 製品安全課 
商品名等 
（電気用品名等） 

水道直結型業務用飲料供給装置 

 

１ 当該商品等の概要 

 

○用途、機能、性能 

本製品は、複数の濃縮飲料とボイラーで沸かしたお湯を混合して飲料水を作り 

供給する業務用の装置である。 

 

○構造、仕様、意匠 

水道に直結して設置するものであるが、水道が使用できない場合には水タンクを

内蔵できるようになっている。 

液体濃縮飲料が入った製品パックを２個収納しており、ボイラーで沸かしたお湯 

と混合して供給する。 

 製品パックとしては、コーヒーとエスプレッソ、ミルク入り飲料、ココア入り飲

料、紅茶、その他の飲料（お湯だけでは使用しない）。 

 

ボイラー容量  ：１０Ｌ 

外形寸法（mm） ：５０６（Ｗ）×４５０（Ｄ）×９１５（Ｈ） 

重    量  ：６７ｋg 

定    格  ：単相 ２３０Ｖ－２４０Ｖ、３．５ｋＷ 

三相 ４００Ｖ、８．１ｋＷ 

 

 

○主な使用者、販売先 

 

会社・店舗等に設置され、一般消費者が使用。 

 

 

２ 対象・非対象の解釈 

 

特定電気用品以外の電気用品のうち、電熱器具の「その他の調理用電熱器具」

として取り扱う。 

 

（理由） 

 

類似のものとして、粉末を使用するものは、「その他の調理用電熱器具」とし

て取り扱っている。 

なお、定格電圧が１００ボルト以上３００ボルト以下及び定格消費電力が１０

キロワット以下のものであって、交流の電路に使用するものに限り対象。 

 
 


